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1.は じ め に

アンケー トの自由記述の分析方法には、コーディングを行 う手法が一般的であるが、近年、自

然言語解析を応用する試みが行 われるようになってきた。この手法の広告効果研究における有用

性 について、①定性的な効果把握ができる、② フレーミング効果がない、③発想支援をサポー ト

するなどが挙 げられている1)。さらにこの自然言語解析は、近年マーケティングの領域で注 目さ

れつつある 「データマイニング」の技術 と組み合 わされ、「テキス トマイニング」 としての応用

が期待 されている2)。

そこで本研究では、テレビCMに 対す る視聴反応の 自由回答文をこのテキス トマイニングの手

法 によって分析することを試みた。なお、本研究では、自由記述を求めるにあたって制約 を設け

ないものの他、以下の ような制約を回答形式に設けることによって、視聴反応が広告に対する態

度(以下Aadと 略す)に及ぼす影響 についての関連 を分析することを試みた。

「～だから好きだ」 というような文 を用いることで、

視聴反応 一 → Aad

という因果関係を求める。

2.調 査方法

2.1視 聴実験の手続き

60名 の学生を対象に、2003年 第43回ACCCMフ ェスティバルグランプリ作品である 「燃焼系
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ア ミノ式」のCM「 回転少女」 を以下のような手順で2回 提示 した。

カラーバ ー30秒 →CM提 示 → カラーバ ー5秒 →CM提 示

提示後、被験者に回答用紙により、以下のような回答を求めた。

①分析対象 としたCMの 全体的な感想の自由記述

②分析対象 としたCMを 好 きか嫌いか(選 択肢)

③ 「～だから好 きだ1嫌いだ」の 「空欄」部分を埋める自由記述

具体的には、②で 「好 き」 と答えた被験者には 「このCMは()の で好 きだ」の()部 分

にことばを埋めさせた。同様 に 「嫌い」 と答えた被験者 には 「このCMは()の で嫌いだ」 を

埋めさせた。

2.2CMの 概略

[CM作 品名]サ ン トリーの機能性飲料 「燃焼系アミノ式」、タイ トル 「回転少女」(15秒)

[内容]駅 のホームで高校生の女の子が 「はいっ」 と片手を上げて合図をした後、「片足踏み切 り

前方伸身宙返 り」を連続 して行 う。背景 として、同じホームに、駅員 と母子連れが女の子に特 に

注視するでもなくいる。コマーシャルソング(こ の商品のためのオリジナル曲)が 「燃焼系、燃

焼系、アミノ式、燃焼系、燃焼系、ア ミノ式、こんな運動 しな くて も、(こ れ一本)、 燃焼系、

ホ ッホッホッ、アミノ式、(サ ントリー)」 と流れる。それと平行 して 「こんな運動 しなくて も」

という文字スーパー、次いで商品のボ トルが大 きく映 し出され、さらに 「とりす ぎ」、「ためす ぎ」、

「なまけす ぎ」 と書かれた3つ の文字枠が並 んで示 され、その各文字枠の中で小 さな炎が燃え出

す。女の子 は、最後に両腕をVの 字 に高 く上げ、着地の姿勢 をとる。

2.3分 析方法

(1)デ ータ入力

得 られた自由記述回答をすべて原文 どおりにテキス トデータとして入力 した。

参考のために、データのうち、上記① の最初の20サ ンプルを表1に 示 した。このようにして、

各回答者について、上記の①～③の内容をすべて入力 した。

このように入力 した原文は、回答者によってさまざまな表記のゆれなどがあるため、次 に以下

の前処理 を行 った。

(2)前 処理

上記の① と③の回答 については、テキス トマイニ ングッールへの適正な入力データとす るため

に、以下の前処理 を行 った。

①文字表記のゆれの統一(例 「スゴイ」→ 「すごい」、「まわる」→「回る」)

②話 し言葉的表現の統一(例 「やせれる」→ 「やせ られる」)

③か ぎ括弧 ・感嘆符の削除(上 記 プログラムでは、仕様 として記号類 も 「主要語」の構成要素 と

して認識するために削除 した。)

④未知語処理(上 記プログラムで形態素解析 を行った結果、「未知語」 として出力 された単語を

形態素解析辞書に登録 した)。
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表1「CMの 全体的な感想」のデータ例(回 答者番号1～20)

回答番号 感 想

1
このCMは 女 の子が回転 してるのがとてもすごいと思った。音楽と一緒にリズ ミカルな感

じでいいと思う。あと、どのようにして回ってるんだろうと気になった。

2 動 きがすごくて見入ってしまう。

3
一見普通の女の子が くるくると回 りはじめて、 とにか くすごい と思った。音楽 も口ずさん

でしまうような印象的なものだったので、もう2年 位前のCMだ けれどよく覚えている。

4 人が回転していてすごいと思った。それから、曲も映像 も印象に残ると思った。

5

最初はCGか と思っていたが、実際本当に回っていることを知ってびっくりした。 とにか

くインパク トが強かった。商品にちなんだ動 きを、リズ ミカルにやっているところが、す
ごく良いと思った。

6 実際やっているのか気になった。なぜ駅で回っているのだろう。

7

この ぐるぐる回るのを実際やっている事 を知ってかなり驚いた。今 までにないパ ターンだ

ったのですごくインパク トがあったし、一度見たら忘れないと思う。しか も、どんな味な

のか気になるので、飲みたくなってしまうCMだ と思う。

8 このCMは 初めて見たときにすごく目をうばわれて しまうCMだ と思います。

9

どうなっているのか分からない。合成なのか、本当にやっているのか気になった。映像 ・

音楽共にすごく印象に残ると思う。 こんな運動 しなくても、これを飲めば燃焼できるとい

うのが とても分かりやすい。

10

純粋にすごいと思った。あんな動作ができて、音楽 とも合っていていつまでも印象に残る

CMだ った。はじめて見た ときに驚いたことを覚えている。普通の女子高生が、バスを待

っているという日常的な場面だったので余計にインパクトがあった。

11
女の人が回転 し続けているので、 どういうCMな のか見て しまう。また、あれは本当にや

っているものなのかを考えて しまう。上のことから印象が強かったです。

12
発想がおもしろいと思った。言いたいことがよく分かる。見ててびっくりするし不思議な

動 きで印象に残ると思う。

13

思わず見入ってしまうCMだ と思った。回ってる人は実際本当に回ってるのかなあと見な

がら疑問に思いました。で も後に本当にやっていると、どこかから聞いて、すごい と思い

ました。シリーズになってるから新作を期待 してます。

14
おもしろい。地面に手を付けずに回っているのでびっくりした。実際に合成 じゃなく本当

にやれる人が してると聞いてびっくりした。

15
テンポが よいし、分かりやす くておもしろい目を引 くCMだ と思う。次のバージョンも気

になる。インパクト大だし、音楽 も頭に残る。

16 曲がリズミカルで良かったと思った。見ていてもびっくりする感 じがした。

17 リズム感が良い。普通ではできなそうなことをやってるので興味がそそられた。

18
音楽がリズムよくて覚えやす く良い。女の人が くる くるまわるのもすごいと思うから、つ
いCMを 見 いっちゃう。

19

インパク トが強いと思った。何気なく見ていても、あ り得ないような光景が映っているの

で、引き込 まれていくようだった。短 く、テンポ良 く宣伝 しているので、飽 きも感 じられ

ず、メッセージは比較的捕えやすいと思 った。今 までにあまりないような構成だったので、

見る人には印象的だと思う。また、最近 さまざまなアミノ酸飲料が多 く出回っていて、競

争率 も高そうだが商品の味などの違いが分か りにくい分、CM等 で興味をひ くことが大切

だと思う。

20 一度みたら忘れない。見たこともないワザを披露して くれるので、話題性がある。
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(3)本 処理

分析 対象 としたCMの 全体 的 な感想 と、

「～だから好 きだ」の空欄部分への記述 につ

いて、以下のテキス トマイニ ングを行 った。

なお本処理 に際 しては、上記 の 「このCM

を好 きか嫌いか」への回答は、60人 中58名

が 「好 き」 と大 き く好感 に偏 っていたため、

「嫌い」 と答 えた2人 を除いて分析すること

にした。

① 「TextMiningforClementine2.0」 によ

って、「主要語」抽出を行 った。ここでいう

「主要語」 とは、従来 「コンセプ ト」 と呼ば

れていた ものである。仕様書3)の 定義に よ

れば 「文節か ら 『て ・に ・を ・は』などの

機能語 を除いたもので、それ自体が意味を

持つ語」である。

② 抽 出された主要語 の頻度分布 を求め、

さらに主要語 と、その主要語の係 り先 とな

っている主要語の組み合わせ(タ プル)の

頻度分布 を算 出 した。その際、「音楽」 と

「曲」の ように同じ意味を示す語を一つのカ

テ ゴリーにま とめた(以 下 に示す表 では

「・」で語を並べて示 している)。

3.分 析結果

3.1全 体的な感想の分析

(1)主 要語の頻度分布

「分析対 象 としたCMの 全体的な感想」

のテキス トマイニング結果において、頻度5

以上の主要語 を表2に 示 した。

この うち、「思う」、「こと」、「ある」、「な

る」などは、 どの ような対象 のテキス トで

も出て くる一般的な語なので考察か ら外 し、

それ以外の頻度10以 上の主要語 を見 る と、

「す ごい」、「見 る」、「CM」 、「音楽 ・曲」、

「びっくりする ・驚 く」、「印象」、「インパ ク

ト」、「回る」、「本当 に」、 厂残 る」お よび

「気」などがある。これらは、分析対象 とし

たCMに 対す る視聴者の印象度の高さをよ
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表2「CM全 体的な感想」における主要語の

頻度分布

主要語 % 度数

思う 8.16 62

すごい 3.42 26

見る 2.76 21

CM 2.76 21

こと 2.76 21

ある 2.37 18

音楽 ・曲 1.84 14

びっ くりする ・驚 く 1.71 13

なる 1.58 12

印象 1.58 12

インパク ト 1.45 11

回る 1.45 11

本当に 1.45 11

残る 1.45 11

気 1.45 11

人 1.32 10

とて も 1.18 9

やる 1.18 9

普通 1:18 9

おもしろい 1.05 8

する 1.05 8

女の子 1.05 8

動き 0.92 7

この 0.79 6

分かる 0.79 6

商品 0.79 6

実際 0.79 6

曲 0.79 6

良い 0.79 6

とき 0.66 5

ない 0.66 5

よい 0.66 5

で きる 0.66 5

強い 0.66 5

興味 0.66 5

見入る 0.66 5

覚える 0.66 5

運動する 0.66 5

飲む 0.66 5

(注)%は 当該語の主要語全出現度数に対する割合



く示 しているものと思われる。

(2)主 要語と係 り先主要語の組み合わせ頻度分布

主要語 と係 り先主要語の組み合 わせについて頻度分布を表3に 示 した。

「CM.思 う」の ように意味内容漠然 としているものを外すと、「す ごい一思 う」、「インパ クトー

ある ・インパク トー強い」、厂気一なる」、「印象 残る ・頭一残 る」 とい う組み合わせが多いことがわ

かる。ここで、「気 なる」 とい うのは、「気 になる」 ということばから抽出されたタプルである。

「本当に一やっている ・本当に一やる」 も多いが、要するに、CMの 提示技法 として用いられた連続

回転 を 「本当にやっているのか」 どうかが 「気になる」 とい う反応 と考えられる。つま り、CM

の異化効果4,5)が視聴反応 として表れてお り、「気 になる」に表れているように視聴者の 「関心」

を強 く喚起 していることが推察される。そして、「お もしろい一思う」 というの も、効果的CMの

要素として一般的に指摘 されている要因 と一致 している。

また、「ぐる ぐる一回る」、「女一人」、「曲残 る」などのタプルが見 られることは、このCMの

提示技法 における動 き、登場人物、音楽の印象が強いことを示 している。「こんな運 動する」 と

いうタプルが現れているのは、「こんな運動 しな くても」 というCMソ ングの一節 を引用 した文

章が多かったことを反映 してお り、このCMソ ングが記憶 に残 ったことがわかる。「見 る一こと」、

「見る一とき」、「見る一思 う」などは、視覚的な印象に言及 している人が多いこ とを示 してお り、

視覚的インパク トも強かったことを反映 していると思われる。

以上のように、表3に 示 したタプルはプラスの広告効果を示 しているものが多 く、この結果だ

表3「CMの 全体的な感想」における主要語と係り先主要語の組み合わせ頻度分布

主要語一係 り先主要語 % 度数

すごい一思う 2.51 16

イ ン パ ク トー あ る ・イ ンパ ク トー強 い 1.73 11

気一なる 1.57 10

印象 一残 る ・頭一残る 1.57 10

CM一 思 う 1.26 8

残る一思 う 0.94 6

本当に一やっている ・本当に一やる 0.94 6

お もしろい一思 う 0.63 4

ぐる ぐる一回る 0.63 4

インパ ク トー強い 0.63 4

「こんな一運動する」(引 用) 0.47 3

この一CM 0.47 3

とて も一ある 0.47 3

女 一人 0.47 3

曲一残 る 0.47 3

見る一こと 0.47 3

見る一 とき 0.47 3

見る一思 う 0.47 3

頭一残る 0.47 3

(注)%は 当該語の主要語全出現度数に対する割合
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けを見ても、Aadの 評価が高いことが推察 される。

3.2CMを 好 きな理由の分析

(1)主 要語の頻度分布

「CMを 好 きな理由」のテキス トマイニング結果において、頻度3以 上の主要語を表4に 示 し

た。

3.1の 全体的な感想 の分析 と同様に一般的

な語 を外す と、「おもしろい」の頻度が もっ

とも最 も高い。次いで、「動 き ・運動」、「音

楽 ・曲 ・歌」、厂すごい」、「インパク ト」の頻

度 も多い。Aadの 評価が高いCMの 特徴 とし

て しば しば指摘 される要因である 「おもしろ

さ」、「音楽」、「インパ ク ト」、「動 き」 とよく

一致 している。つまり今回の分析対象 とした

CMが 、好感度 を得 るCMの 諸要因をよく兼

ね備えた作 品であることが うかがわれる。

(2)主 要語 ・係 り先主要語の頻度分布

頻度3以 上の主要語 と係 り先主要語の タプ

ルを表5に 示 した。

「インパ ク トーある」、「印象 残 る ・頭残 る」、

「気 なる」、「リズムー良い ・リズムーのれる」

が高頻度に表れている。CMを 好 きな理由が、

より絞 り込まれた形で示 されているといえる。

「インパ ク ト」 と 「音楽」が重要であること

がわかる。なお、(1)で 高頻度であった 「お

もしろい」 や 「動 き」がここでは表れていな

いが、それは他の語 と多様な組み合わせをつ

くって しまい一つひとつのタプルの頻度が分

散 して しまったのが原因である。

表3の 「CMの 全体的 な感想」の上位のタ

プル とここでの結果を比べ てみると、「イ ン

パ ク トーある(強 い)」、「印象一残 る(・ 頭一残

る)」、「気一なる」が一致 してお り、例外 は

「リズムー良い ・リズムーのれる」 のみである。

「CMの 全体的な感想」では漠然 とした一般的

な語のタプルが表れているのに対 し、ここで

の結果はよ り明確 に理由を示す タプルに限定

されていることがわかる。

表4「CMを 好きな理由」の主要語の頻度分布

主要語 % 度数

お もしろい 5.57 19

見る 4.69 16

動 き ・運動 3.81 13

音 楽 ・曲 ・歌 3.81 13

ある 3.23 11

すごい 2.64 9

思う 2.05 7

残る 2.05 7

リズ ミ カ ル ・リズ ム 2.05 7

インパ ク ト 1.76 6

人 1.76 6

わかる 1.76 6

こと 1.47 5

ない 1.47 5

やる 1.47 5

よい 1.17 4

回る 1.17 4

CM 1.17 4

いい 1.... 3

ところ 1.... 3

なる 0.88 3

また 0.88 3

印象 1.... 3

実際 1.... 3

感 じ 0.88 3

映像 1.... 3

本当に 1.... 3

楽しい 0.88 3

気 1.... 3

簡単 1.... 3

覚える 0.88 3

CG 0.88 3

(注)%は 当該語の主要語全出現度数に対する割合
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表5「CMを 好きな理由」の主要語一係り先主要語の頻度分布

主要語 % 度数

インパク トーある

印象 一残 る

気 なる

リズムー良い ・リズムーのれる

2.20

1.10

1.10

1.10

6

3

3

3

(注)%は 当該語の主要語全出現度数に対する割合

4.お わ りに

以上の ように本研究ではCMの 視聴実験 を行い、分析対象 としたCMに 対す る全体的な感想、

そのCMを 好 きな理由に分けて自由回答文で回答 させた。得 られたデータにテキス トマイニ ング

の手法を適用 し、主要語の頻度分布 と、主要語 と係 り先主要語の組み合わせについて検討 したと

ころ以下の(i)、(ii)の 知見が得 られた。

(i)CMに 対する全体的な感想(ほ とんど制約のない 自由回答文)に テキス トマイニングの手

法を適用 したところ、プラスの効果(Aadの 評価が高いこと)が 推察 された。なお、この結果

はCMに 対する好 き嫌い(選 択肢 による回答)に ついてのデータと一致 していた。すなわち、

テキス トマイニングの手法による結果の推察が妥当であったことが確認された。

(ii)全 体的な感想を書かせ る形式 と、空欄を埋める回答形式 を比較すると、後者ではより端

的にAadの 要因が表れる可能性が示唆 された。

なお、本視聴実験 に用いたのは好感度の非常に高いCMで あったため、「このCMが 嫌い」 と

答える被験者がほとんどいなかった。今後好 き嫌いが分かれるCMに ついて同様の分析を行 うこ

とで、さらにテキス トマイニングの可能性 を明 らかにすることがで きよう。

また、本研究 は制約なしの自由な感想文 と、穴埋めとい う若干の制約のあるテキス トについて

分析 したが、他の定量的な広告効果測度 とを組み合わせて分析することで、さらに新たな法則性

が見出せる可能性がある。たとえば、Aadと 購買意欲 については別途質問紙調査 を行い、今 回調

査 したようなテキス トデータと組み合わせて分析することは今後の課題である。
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